
行
政
課
1
66
◆

1
1
5
5

ご
存
じ
で
す
か
？
検
察
審
査
会

〜
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を
〜

検
察
審
査
会
は
、
衆
議
院
議
員

の
選
挙
権
を
有
す
る
方
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
11
人
の
検
察
審
査
員
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

審
査
員
に
事
故
が
あ
っ
た
と
き
な

ど
に
備
え
て
、
同
数
の
補
充
員
も

必
要
で
す
。

こ
の
検
察
審
査
員
の
選
定
の
た

め
、
市
で
は
前
も
っ
て
検
察
審
査

員
候
補
者
を
選
び
ま
す
。

検
察
審
査
員
候
補
者
は
、
選
挙

人
名
簿
を
も
と
に
し
て
公
平
な

「
く
じ
」
で
選
ぶ
た
め
、
あ
な
た

も
候
補
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

も
し
、
あ
な
た
が
検
察
審
査
員

候
補
者
や
検
察
審
査
員
ま
た
は
補

充
員
に
選
ば
れ
た
と
き
に
は
、
ぜ

ひ
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
先　
豊
橋
検
察
審
査
会
事
務

局（
豊
橋
市
大
国
町
110
番
地　

名
古
屋
地
方
裁
判
所
豊
橋
支
部

内
☎
０
５
３
２
◆

32
◆

３
２
８

３
）

安
全
安
心
課
1
66
◆

1
1
5
6

年
末
の
交
通
安
全
市
民
運
動

12
月
1
日
㈪
〜
10
日
㈬

年
末
は
、飲
酒
の
機
会
も
増
え
、

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
が
増
加
し

ま
す
。
ま
た
、
1
年
を
通
じ
て
日

没
時
刻
が
最
も
早
い
こ
の
時
期
、

夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て
高

齢
者
の
方
が
、
犠
牲
と
な
る
交
通

事
故
が
多
発
し
ま
す
。

重
点
目
標

○
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

○
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ

　

う
○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・

自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
を

な
く
そ
う

○
後
部
座
席
を

含
む
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
正

し
く
着
用
し

よ
う

消
防
本
部
総
務
課
1
68
◆

0
9
3
6

年
末
特
別
警
戒

年
末
の
火
災
多
発
期
に
市
民
の

皆
さ
ん
が
安
心
し
て
、
明
る
い
お

正
月
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
女
性

防
火
ク
ラ
ブ
、
消
防
団
、
消
防
本

部（
署
）が
巡
視
警
戒
し
ま
す
。

と　

き　

12
月
24
日
㈬
〜
26
日

㈮
、
28
日
㈰
〜
30
日
㈫

と
こ
ろ　
市
内
全
域

問
合
先　
消
防
本
部
総
務
課

選
挙
管
理
委
員
会
1
66
◆

1
1
5
5

農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
へ
の
登
載
申
請

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

に
登
載
さ
れ
る
資
格
の
あ
る
方

は
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
登
載
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
農
家
台
帳
に
記
載
さ
れ

て
い
る
対
象
者
に
は
、
12
月
中
に

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

対
象
者　
次
の
要
件
に
す
べ
て
該

当
す
る
方

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
平
成
元
年
4
月
1
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方

・
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
業
経
営

者
、
ま
た
は
そ
の
同
居
の
親

族
・
配
偶
者
で
1
年
に
60
日
以

上
耕
作
に
従
事
す
る
方

提
出
期
限　
平
成
21
年
1
月
9
日

㈮
提
出
先　
市
役
所
産
業
振
興
課
内

農
業
委
員
会
事
務
局

問
合
先　
農
業
委
員
会（
☎
66
◆

１
１
２
７
）ま
た
は
行
政
課
内

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

環境課 ☎66◆1122

　冬は、一年中で最も空気が汚れやすい季節です。寒い季節では、わたしたちは車での移動が多くな
り、暖房器具を使用します。そのため、汚染物質や地球温暖化をもたらす二酸化炭素の排出量が増え
ます。しかし、これらも私たちのちょっとした心がけで減らすことができます。
○暖房時の設定温度は20℃以下に
暖房に頼らず、寒い時は着る。そんな原点に立ち返り、着る物を1枚増やして、（ウォームビズ）室
内の設定温度をいつもより1℃下げましょう。1℃下げると1年間で、約25.7㎏の二酸化炭素が削
減できます。また、電気代やガス代の節約にもなり一石二鳥です。
今年の冬は、ぜひ、ウォームビズで大気汚染・地球温暖化を防止しましょう。
○不必要な照明、電気製品の電源はこまめに消す
　テレビやオーディオなどの待機電力を切る癖をつけましょう。
○不必要なアイドリングは止める
　10分以上停車するような場合は、エンジンを切りましょう。
○できるだけ、公共交通機関や自転車を利用する
　ちょっとした距離のお出かけは、徒歩または自転車を利用しましょう。
○給湯器の設定温度は低めに設定する
　風呂水の再利用や、シャワーの使用を少なくするなど節水にも心がけましょう。

い つ ま で も き れ い な 地 球 で 遊 び た い
～冬はウォームビズで、大気汚染・地球温暖化の防止～
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